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近年，教育の質的転換に伴い高等教育において

もアクティブ・ラーニング型授業の導入が求めら

れる中 (中央教育審議会, 2012)，グループワーク

形式の授業はその教育効果の大きさから積極的な

採用がなされている。しかし，授業でグループワ

ークを行ったからといって，全てのグループでグ

ループワーク活動が活性化するとは限らず，教育

効果の現れ方についても個人差は大きい。

とくに，授業期間を通しての課題達成を目標と

した実習系授業の場合，期間中同一グループでの

長期的な活動を求められることがしばしばある。

その上で，最終的な課題達成水準を担保するため

には同一グループで協力し続けることが期待され

る。しかし，長期間同一メンバーであるからこそ

課題達成への取り組み方にはメンバー間で偏りが

発生しやすく，フリーライダーを生み出しかねな

い。

そこで本研究では，同一グループでの課題達成

を目標とした授業におけるグループワーク活動の

平均とその推移に影響を及ぼすグループ環境要因

を検討する。具体的には，所属グループ内で行わ

れる授業内外の作業に熱心に取り組んでいると認

識している学生ほど，授業内のグループワーク活

動をより行うようになるか，条件付き潜在曲線モ

デルにより検討を行う。

方 法

調査対象者 大学 1年生 199名 (女性 73名, 性 126
名) で，4～8 名の固定メンバーから成る 32 グル

ープを対象とした。

調査内容 (1) グループワーク活動: 杉本 (2017)
のグループワーク活動尺度 (発言活動，協同活動)
を使用した (4 件法 10 項目)。(2) 所属グループに

おける個人の作業認識: グループ内で自分がどの

ように作業を行っていたと認識しているかを測

るために 3 下位尺度 (メンバーとしての自覚，授

業外コミュニケーション，コンセンサス) を想定

した尺度を作成した (5 件法 15 項目)。
手続き (1) は第 2 回から第 14 回の各授業終了時

に，(2) は第 15 回授業終了時に測定した。

結果と考察

はじめに，所属グループにおける作業認識につ

いて多層因子分析を行なった。その結果，想定さ

れた 3 因子が抽出され，十分な信頼性が確認され

た (.727-.774)。そこで，各下位尺度の平均値を算

出し下位尺度得点とした。

次に，13 時点で測定した発言および協同活動得

点の切片と傾きの個人差を説明するものとして，

所属グループにおける作業認識の 3 因子を説明変

数とした条件付き潜在曲線モデルの分析を行った

(Figure 1)。説明変数はあらかじめ中心化を行った。

発言活動については，切片平均の推定値は 2.861
点 (p < .001)，傾き平均の推定値は 0.017 点 (p  
< .001) であり，切片と傾きの間には有意な負の共

分散がみられた (ψ = -0.008, p < .001)。また，発言

活動の切片とメンバーとしての自覚の間に有意な

正の共分散がみられたが (ψ = 0.135, p = .013)，傾

きと作業認識の間に有意な関連はみられなかった。

他方，協同活動については，切片平均の推定値

は 3.124 点 (p < .001)，傾き平均の推定値は 0.009
点 (p = .029) であり，切片と傾きの間には有意な

負の共分散がみられた (ψ = -0.008, p < .001)。また，

協同活動の切片は，所属グループにおける個人の

作業認識の 3 下位尺度との間に有意な正の共分散

がみられたが (メンバーとしての自覚: ψ = 0.108,
p = .010; 授業外コミュニケーション: ψ = 0.154, p
= .001; コンセンサス: ψ = 0.119, p < .001)，傾きと

作業認識の間に有意な関連はみられなかった。

以上の結果から，グループワーク内の発言活動

も協同活動も，半期間で有意に増加し，とりわけ

最初の時点で活動の少ない学生ほど発言活動，協

同活動ともに増加量が大きかった。また，所属グ

ループでの授業内外の作業に取り組んでいると認

識している学生ほど，最初の時点から発言活動も

協同活動も行なっているが，そうした作業認識が

グループワーク活動の変化量には影響を及ぼさな

いことが示された。

個人の作業認識を説明変数とした

条件付き潜在曲線モデル
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近年大学教育において，対話を重視したグルー

プワークといった，アクティブ・ラーニング型授

業が導入されてきている。グループで行われる発

言活動や協同活動は，それぞれ自己志向的，他者

志向的な汎用的能力，態度，および適応感を促進

し (佐藤他, 2016)，個人及びグループ全体の成績

も向上させる (佐藤他, 2017)。このことから，効

果的なグループワークのためには，個々人の積極

的なグループ活動を促進する必要があるといえる。

それでは，授業を通した積極的なグループ活動は，

どのような個人要因によって促進されるのだろう

か。佐藤他 (2018) では，拒絶感を感じやすい個

人のグループ活動が抑制されやすいことを示した。

本研究では，自分が所属しているグループがどれ

だけグループ活動を積極的に行っているかといっ

た所属するグループ環境に対する認識に焦点を当

て，条件付き潜在曲線モデルによる検討を行う。

方 法

調査対象者 大学 1 年生 199 名 (女性 73 名，男性

126 名) で，4～8 名の固定メンバーから成る 32 グ

ループを対象とした。

調査内容 (1) グループワーク活動：杉本(2017) 
のグループワーク活動尺度 10 項目で構成される

「発言活動」「協同活動」2 因子を使用した。(2) 所
属グループにおける集団の作業認識：グループ全

体がどのように作業を行っていたと自分が認識し

ているかを測る 15 項目を作成し，使用した。

手続き (1) は第 2 回から第 14 回の授業終了時に

毎回測定し (2) は第 15回授業終了時に測定した。

結果と考察

所属グループにおける作業認識について因子分

析を行った結果，「コンセンサス」5 項目，「メン

バーとしての自覚」3 項目，「授業外コミュニケー

ション」3 項目の 3 因子 11 項目となった。13 時点

で測定した発言および協同活動得点（各 1～4 点）

の切片および傾きの個人差を説明するものとして，

グループ全体の協同活動の 3 因子を説明変数に仮

定した条件付き潜在曲線モデルで分析を行った。

説明変数はあらかじめ中心化を行った (Figure 1）。
その結果，発言活動においては，切片の推定値

は 2.862 (p < .001)，傾きの推定値は 0.017 (p < .001) 
であった。つまり，授業を通して発言活動は増加

していく。また，切片と傾きに有意な負の共分散

がみられ (ψ = -0.007, p < .001)，もともと発言活動

Figure 1 条件付き潜在曲線モデル。

を行っていない学生ほど，発言活動の伸びは大き

かった。傾きの分散に対しては，メンバーとして

の自覚 (b = 0.009, p = .024) が有意であった。した

がって，所属グループメンバーが全体的に自覚を

持って作業していると認識している人ほど，個人

の発言活動の伸びが大きかった。

また，協同活動においては，切片の推定値は

3.124 (p < .001)，傾きの推定値は 0.008 (p = .027) 
であった。つまり，授業を通して協同活動も増加

していた。また，切片と傾きに有意な負の共分散

がみられ (ψ = -0.008, p = .001)，もともと協同活動

を行っていない学生ほど，協同活動の伸びが大き

かった。傾きの分散に対しては，メンバーとして

の自覚 (b = 0.011, p = .017) のパスが有意であっ

た。つまり，所属グループのメンバーが全体的に

自覚を持って作業していると認識している人ほど，

個人の協同活動の伸びが大きかった。また，切片

の分散とコンセンサス (ψ = 0.167, p < .001)，メン

バーとしての自覚 (ψ = 0.095, p = .023)，授業外コ

ミュニケーション (ψ = 0.147, p = .005) との間に

正の共分散が見られた。つまり，授業開始時にグ

ループでの協同活動が多い人ほど，所属グループ

メンバーが全体的にコンセンサスを取ったり，メ

ンバーとしての自覚を持ったり，授業外コミュニ

ケーションを活発に行っていると認識していた。

以上から，所属グループのメンバーが全体的に

自覚をもって積極的に作業をしているという認識

を，個々のメンバーが持てるような機会を提供し

たり，働きかけを行ったりしていくことが，グル

ープ中の個々のメンバーの活動をより活性化させ

るために，重要であることが示唆された。
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